
 平 成 １ ８ 年 度  第 ２ 回

工 事 担 任 者 試 験 問 題
 資

格 Ａ Ｉ 第 ２ 種 
 

注  意  事  項  

１  試験開始時刻        １２時４０分 

２  試験科目数別終了時刻 

 科 目 数 １ 科 目 ２ 科 目 ３ 科 目 

 終 了 時 刻 １ ３ 時 ２ ０ 分 １ ４ 時 ０ ０ 分 １ ４ 時 ４ ０ 分

３  試験科目別の問題数(解答数)及び試験問題ページ 

  問 題 数 ( 解 答 数 )  試 験 問 題 

 
科       目 

第 １ 問 第 ２ 問 第 ３ 問 第 ４ 問 第 ５ 問 ペ ー ジ 

 電 気 通 信 技 術 の基 礎 ４ ５ ４ ４ ５ H － １ ～ 5

 端末設備の接続のための技術及び理論 ５ ５ ５ ５ ５ H － 6 ～ 10

 端末設備の接続に関する法規 ５ ５ ５ ５ ５ H － 11 ～ 15

４  受験番号等の記入とマークの仕方 

(１)  マークシート（解答用紙）にあなたの受験番号、生年月日及び氏名をそれぞれ該当枠に記入してください。 

(２)  受験番号及び生年月日に該当する箇所を、それぞれマークしてください。 

(３)  生年月日の欄は、年号をマークし、生年月日に１けたの数字がある場合、十の位のけたの「０」もマークしてく

ださい。 

[記入例]  受験番号  ０１H９２１１２３４               生年月日  昭和５０年３月１日 
受　　験　　番　　号
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6 6666

77 7777

8

9

888

999

88

99

Ｇ

5

Ｋ

6

4

5

6

7

8

9             

生　年　月　日

000000

111111

22222

33333

4444

5555

66 66

777

9

8 8 8

99

年 号

年 月 日

大
正

昭
和

平
成

Ｈ

Ｔ

 
５  答案作成上の注意 

(１)  解答は、別に配付するマークシート（解答用紙）の該当欄の正解として選んだ番号マーク枠を、黒の鉛筆（ＨＢ

又はＢ）で濃く塗りつぶしてください。 

① ボールペン、万年筆などでマークした場合は、採点されませんので、使用しないでください。 

② 一つの問いに対する解答は一つだけです。二つ以上マークした場合、その問いについては採点されません。 

③ マークを訂正する場合は、プラスチック消しゴムで完全に消してください。 

(２)  免除の科目がある場合は、その科目欄は記入しないでください。 

(３)  この問題用紙に記入しても採点されません。 

６  合格点及び問題に対する配点   

(１)  各科目の満点は１００点で、合格点は６０点以上です。 

(２)  各問題の配点は、設問文の末尾に記載してあります。  

マークシート（解答用紙）は、絶対に折り曲げたり、汚したりしないでください。 

 

受 験 番 号

（控 え） 

（今後の問い合わせなどに必要になります。） 

次ページ以降は試験問題です。試験開始の合図があるまで、開かないでください。 



Ｈ－1

電気通信技術の基礎

(参考) 試験問題、図中の抵抗器の表記は、旧図記号を用いています。

また、トランジスタについても、旧図記号を用いています。

第１問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) 図－１に示す回路において、端子ａ－ｂ間の電位差が１０ボルトのとき、抵抗Ｒを流れる電

流は、 (ア) アンペアである。ただし、電池の内部抵抗は無視するものとする。 (５点)

① ０.４ ② １.２ ③ ２.０ ④ ２.４ ⑤ ３.０

(２) 図－２に示す回路において、端子ａ－ｂ間の合成インピーダンスを１０オームとすると、容

量性リアクタンスＸＣは、 (イ) オームである。 (５点)

① ８ ② １１ ③ １４ ④ １８ ⑤ ２２

(３) コイルを貫く磁束を変化させると、その変化を妨げるような方向に (ウ) が発生する。

(５点)

① インダクタンス ② リアクタンス ③ 起電力

④ 抵 抗 ⑤ 磁気ひずみ

(４) Ｒオームの抵抗、Ｌヘンリーのコイル及びＣファラドのコンデンサを直列に接続した回路に

おいて、加えた電圧の角周波数をωとすると、ω＝ (エ) のとき、回路の電圧と電流は同

相となる。 (５点)

１ １① ② ③ ＬＣ ④ ＬＣ
ＬＣ ＬＣ

 ５０

　　 図－１
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新図記号 旧図記号

図－２
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第２問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) 純粋な半導体の結晶に不純物原子を加えると、結晶中の電子に (ア) を生じ、その結果、

キャリアが発生し電気伝導に寄与する。 (４点)

① 熱伝導 ② 共 振 ③ 誘 導 ④ 反 射 ⑤ 過不足

(２) 図－１において、信号源の電圧ＶＳと入力側に戻る電圧ＶＦとによって、増幅回路の入力電

圧ＶＩを合成するとき、ＶＳとＶＦとが (イ) の関係にある帰還(フィードバック)を正帰還

といい、発振回路に用いられる。 (４点)

① 直 列 ② 並 列 ③ 逆位相 ④ 同位相

(３) 図－２の回路において、ベースとエミッタ間に正弦波の入力信号電圧ＶＩを加えたとき、

コレクタ電流ＩＣ が図－３のように変化した。ＩＣ とコレクタ－エミッタ間の電圧ＶＣＥとの関

係が図－４のように表されるとき、このトランジスタ回路の電圧増幅度を５０とすれば、

Ｖ Ｉ の振幅は、 (ウ) ミリボルトである。 (４点)

① １０ ② ２０ ③ ３０ ④ ４０ ⑤ ８０

(４) 半導体において、自由電子を生じさせる不純物を (エ) という。 (４点)

① ドナー ② ドレイン ③ シリコン ④ ソース

(５) ベース接地トランジスタの直流電流増幅率αを０.９８とし、このトランジスタのエミッタに、

２ミリアンペアの電流を加えると、ベース電流は、 (オ) マイクロアンペアとなる。

(４点)

① ０.０４ ② ２.９８ ③ ３.９６ ④ ４０

図－３ 図－４図－２
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第３問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) 表は、入力論理レベルＡ及びＢと出力論理レベルＣとの関係を示した真理値表である。

この真理値表に相当する論理式は、Ｃ ＝ (ア) の式で表すことができる。 (５点)

① Ａ･Ｂ＋Ａ･Ｂ ② Ａ･Ｂ＋Ａ･Ｂ ③ Ａ＋Ｂ ④ Ａ＋Ｂ

(２) 次の論理関数Ｘは、ブール代数の公式等を利用して変形し、簡単にすると、 (イ) にな

る。 (５点)

Ｘ ＝ (Ａ＋Ｂ)･(Ａ＋Ｂ)＋Ａ･(Ａ＋Ｂ)

① Ａ･Ｂ＋Ａ･Ｂ ② Ａ＋Ａ･Ｂ ③ Ａ＋Ｂ ④ Ａ

(３) 図－１の論理回路は、入力ａ及び入力ｂの論理レベルと出力ｃの論理レベルとの関係から、

(ウ) の回路に置き換えることができる。 (５点)

① 論理和 ② 否定論理和 ③ 論理積 ④ 否定論理積

(４) 図－２に示すベン図において、Ａ、Ｂ及びＣは、それぞれの円の内部を表すとき、塗りつぶ

した部分を示す論理式は、 (エ) である。 (５点)

① Ａ･Ｂ･Ｃ＋Ａ･Ｂ･Ｃ＋Ａ･Ｂ･Ｃ ② Ａ･Ｂ･Ｃ＋Ｂ･Ｃ＋Ａ･Ｂ･Ｃ

③ Ａ･Ｂ･Ｃ＋Ａ･Ｂ･Ｃ＋Ａ･Ｂ･Ｃ ④ Ａ･Ｂ･Ｃ＋Ａ･Ｂ･Ｃ

入力論理レベル

出力論理レベル

Ａ

Ｂ

Ｃ

０
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１ ０

1

1

1

1
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Ａ

図－２
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図－１
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第４問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。ただし、 内の同じ記号は、同じ解答を示す。 (小計２０点)

(１) 図－１において、電気通信回線への入力電圧が１２０ミリボルト、その伝送損失が１キロ

メートル当たり (ア) デシベルのとき、負荷インピーダンスＺに加わる電圧は、１６ミリ

ボルトである。ただし、変成器は理想的なものとし、電気通信回線の入出力インピーダンスは

同一値で、各部は整合しているものとする。 (５点)

① ０.２ ② ０.４ ③ ０.５ ④ ０.７ ⑤ １.０ ⑥ ２.０

(２) 無限長の一様線路における入力インピーダンスは、その線路の特性インピーダンス (イ) 。

(５点)

１① の逆数である ② の２倍である ③ の である ④ と等しい２

(３) 図－２に示すアナログ方式の伝送路において、受端のインピーダンスＺに加わる信号電力が

(ウ) ミリワットで、同じ伝送路の無信号時の雑音電力が０.０００４５ミリワットであ

るとき、この伝送路の受端におけるＳＮ比は５０デシベルである。 (５点)

① ３０ ② ３５ ③ ４０ ④ ４５ ⑤ ５０ ⑥ ５５

(４) 特性インピーダンスの異なる線路を接続すると、その接続点において信号が反射する現象が

起こるが、一般に、接続点に (エ) を挿入することにより、この現象を防ぐことができる。

(５点)

① コンデンサ ② 装荷線輪 ③ 純抵抗 ④ 高抵抗 ⑤ 変成器

発振器 電気通信回線

図－１
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図－２
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第５問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) 光ファイバ通信で用いられる光変調方式には、ＬＥＤやＬＤなどの光源を直接変調する方式

と、光変調器を用いる、 (ア) 変調方式がある。 (４点)

① 光スイッチ ② 間 接 ③ 時分割 ④ 外 部

(２) ＬＡＮにおいても使用されている伝送方式の一つで、符号化されたデータ信号を変調せず、

伝送媒体に適した伝送路符号に変換して伝送する方式は、一般に、 (イ) 伝送方式といわ

れる。 (４点)

① ＴＣＭ ② ＴＤＭ ③ ＦＤＭ

④ ベースバンド ⑤ ブロードバンド

(３) 減衰ひずみについて述べた次の二つの記述は、 (ウ) 。 (４点)

Ａ 減衰ひずみは、非直線ひずみの一種であり、伝送路における信号の減衰量が周波数に対し

て比例関係にあるために生ずるひずみである。

Ｂ 音声回線における減衰ひずみは、その値が大きいと、鳴音の発生又は反響が大きくなるな

ど、通話品質の低下となる場合がある。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(４) ＰＣＭ信号の多重化方法の一つである (エ) 方式は、各チャネル別にパルス信号の送出

を時間的にずらして伝送することにより、伝送路を多重利用するものである。 (４点)

① ＴＤＭ ② ＦＤＭ ③ ＳＤＭ ④ ＴＤＭＡ ⑤ ＦＤＭＡ

(５) 発光素子について述べた次の二つの記述は、 (オ) 。 (４点)

Ａ 発光ダイオードは、ＰＮ接合に逆バイアスの電圧を印加することにより、連続して発光す

る原理を利用している。

Ｂ レーザダイオードは、発光ダイオードと比較して、発光する光の波長幅が狭く、長距離通

信用の発光素子として用いられる。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない



Ｈ－6

端末設備の接続のための技術及び理論

第１問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。ただし、 内の同じ記号は、同じ解答を示す。 (小計２０点)

(１) 通話品質を評価する方法には、人間が音を評価する方法及び測定器で評価する方法がある。

人間が音を評価する方法では、一般に、 (ア) が用いられる。 (ア) は、｢非常に

良い、良い、まあ良い、悪い、非常に悪い｣の５段階を、｢５、４、３、２、１｣の評点に対応

させ、平均値を求めたものである。 (４点)

① ＲＥ ② ＡＥＮ ③ ＬＲ ④ ＭＯＳ

(２) 多機能電話機の機能概要について述べた次の二つの記述は、 (イ) 。 (４点)

Ａ 直前にダイヤルした電話番号が自動的に記憶され、次の発信の際、その電話番号をワンタ

ッチのボタン操作で送出できる機能は、ダイレクトインダイヤル機能といわれる。

Ｂ スピーカボタンの押下により、送受話器を上げずにダイヤルができる機能は、オンフック

ダイヤル機能といわれる。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(３) アナログ伝送路に接続するデジタルボタン電話装置の外線対応部には、内線からのデジタル

信号をアナログ信号に変換するための (ウ) が必要である。 (４点)

① 符号器 ② 光分波器 ③ 復号器 ④ 変調器

(４) デジタル式ＰＢＸが有するサービス機能のうち、外線着信呼を着信順に効率よく均等に、複

数の受付台などへ自動的に接続する機能は、 (エ) 機能といわれる。 (４点)

① ダイヤルイン ② ＤＩＬ ③ ＤＩＤ ④ ＡＣＤ

(５) ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｔ.３０で伝送制御手順が規定されたファクシミリ装置のグループ３形機

(Ｇ３形機)を、ＩＳＤＮユーザ・網インタフェースに接続するためには、接続用の装置として

(オ) が一般的に必要となる。 (４点)

① ＭＯＤＥＭ ② ＴＡ ③ ＤＳＵ ④ ＭＣ ⑤ ＨＵＢ

第２問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) ＩＳＤＮユーザ・網インタフェースの機能群について述べた次の二つの記述は、 (ア) 。

(４点)

Ａ ＮＴ２は、一般に、ＴＥとＮＴ１の間に位置し、交換や集線などの機能のほか、レイヤ２

及びレイヤ３のプロトコル処理機能を有しているものがある。

Ｂ ＴＥには、ＩＳＤＮユーザ・網インタフェース標準に準拠したものとそれ以外のものがあ

り、それぞれＴＥ１、ＴＥ２といわれる。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない
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(２) ＩＳＤＮ基本ユーザ・網インタフェースにおけるＤチャネルの機能について述べた次の二つ

の記述は、 (イ) 。 (４点)

Ａ 回線交換モードにおいては、呼制御信号はＤチャネルで伝送している。

Ｂ パケット交換モードにおいては、データパケットはＤチャネルで伝送されることはない。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(３) ＩＳＤＮ一次群速度ユーザ・網インタフェースにおいて、物理的なインタフェース速度が

１,５４４キロビット／秒である１回線のみを使用する場合、最も大きな伝送容量となるのは、

(ウ) のチャネルの組合せである。 (４点)

① ２Ｈ０＋Ｄ ② ６Ｈ０＋Ｄ ③ １６Ｂ＋Ｄ

④ ２３Ｂ＋Ｄ ⑤ ２４Ｂ＋Ｄ

(４) ＩＳＤＮ基本ユーザ・網インタフェースにおいて、ＬＡＰＤによる非確認形情報転送モード

では、 (エ) は行っていない。 (４点)

① 放送形式のデータリンクを使用するための情報の転送

② ふくそうしたときのフロー制御
．．．．

③ 転送エラーが検出されたときのエラーフレームの廃棄

④ 非番号制(Ｕ)フレームによる制御情報の転送

(５) ＩＳＤＮ端末相互間でＢチャネルを用いてパケット通信を行う場合、発信端末から呼設定メ

ッセージを受信した網は、発信端末から要求された処理を開始したことを通知するために、発

信端末へ (オ) を送出する。 (４点)

① 呼設定受付パケット(Ｂチャネル) ② 呼設定受付メッセージ(Ｂチャネル)

③ 呼設定受付パケット(Ｄチャネル) ④ 呼設定受付メッセージ(Ｄチャネル)

⑤ 着呼受付パケット(Ｄチャネル)

第３問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) 即時式完全線群において、出回線がすべて話中になったときに入回線に発生した呼は、

(ア) 呼となる。 (４点)

① 待ち合わせ ② 完 了 ③ 救 済 ④ 損 失 ⑤ 保 留

(２) 一日の総呼数をＣＯ呼、最繁時集中率をＰパーセントとすると、最繁時の呼数は、 (イ)

呼となる。 (４点)

ＣＯ×Ｐ ＣＯ Ｐ ＣＯ① ② ③ ＣＯ×Ｐ ④ ×１００ ⑤ ×１００１００ Ｐ ＣＯ Ｐ
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(３) ある会社のＰＢＸにおいて、外線発信通話のため発信専用の出回線が７回線設定されている。

外線発信通話回数が１時間当たり７８回、１通話当たりの平均保留時間が２分３０秒であると

き、このＰＢＸの外線発信通話における呼損率は、表を用いて算出すると、 (ウ) となる。

(４点)

① ０.０１ ② ０.０２ ③ ０.０３ ④ ０.０５ ⑤ ０.１０

表 即時式完全線群負荷表 単位：アーラン

Ｂ 0.01 0.02 0.03 0.05 0.10ｎ

１ 0.01 0.02 0.03 0.05 0.11
２ 0.15 0.22 0.28 0.38 0.60
３ 0.46 0.60 0.72 0.90 1.27
４ 0.87 1.09 1.26 1.53 2.05
５ 1.36 1.66 1.88 2.22 2.88
６ 1.91 2.28 2.54 2.96 3.76
７ 2.50 2.94 3.25 3.74 4.67
８ 3.13 3.63 3.99 4.54 5.60

(凡 例) Ｂ:呼損率 ｎ:出回線数

(４) 企業内ネットワークなどの内部に閉じたネットワーク内のみで有効なプライベートＩＰアド

レスと、インターネット上で割り当てられているグローバルＩＰアドレスとのアドレス変換機

能は、 (エ) といわれる。この機能はアドレスを隠ぺいすることから、セキュリティを高

める効果を持っている。 (４点)

① ＩＤＳ ② ＮＡＴ ③ ＤＭＺ ④ ＳＳＬ

(５) 公開鍵暗号方式及び共通鍵暗号方式について述べた次の記述のうち、誤っているものは、

(オ) である。 (４点)

① 共通鍵暗号方式は、公開鍵暗号方式と比較して、暗号化／復号化の処理速度が速い。

② 共通鍵暗号方式では、暗号化と復号で同じ鍵が用いられるため、この鍵を秘密に

しておかなければメッセージなどの秘匿性は保つことは困難である。

③ 公開鍵暗号方式は、主に、通信データの暗号化に用いられ、共通鍵暗号方式は、主

に、認証と鍵配送に用いられる。

第４問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) 保安器からの接地棒を地面に埋設する場合、埋設深度が浅いときや埋設箇所が砂利の多い土

壌であるときは、 (ア) が大きいため、保安器の機能が果たせないことがある。 (４点)

① 対地電流 ② 接地抵抗 ③ 静電容量 ④ 電源電圧 ⑤ 雷サージ

(２) 屋内線の配線用材料であるフラットプロテクタは、屋内線を床面に配線するとき、主に、

(イ) 的な防護に用いる。 (４点)

① 電 気 ② 耐 水 ③ 耐 熱 ④ 機 械 ⑤ 絶 縁
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(３) 屋内配線には、デジタルサービスの提供も可能とするため、心線配列を対撚り構造とするこ
よ

とにより漏話雑音・誘導雑音等の面で電気的特性が優れている対形屋内線が用いられる。また、

心線配列は並列構造であるが、ラミネートアルミテープの外被採用等により電気的特性の向上

を図った (ウ) も使用されている。 (４点)

① 通信用フラットケーブル ② 同軸ケーブル ③ ビデオペアケーブル

④ ２対カッド形ＰＶＣ屋内線

(４) デジタル式ボタン電話装置の設置工事を行う場合、ハードウェアの確認のみでなく、主装置

のデータ設定内容の確認も重要である。データ設定終了後、データ内容をシステムに書き込む

前に、 (エ) 機能などを使用して確認する必要がある。 (４点)

① バックアップ ② システムクリア ③ システムリセット

④ 配線チェック ⑤ エラーチェック

(５) デジタル式ボタン電話装置の設置工事終了後に行う保留、転送確認試験のうち、 (オ)

試験は、通話中に保留操作をした電話機のみが再応答できることを確認する。 (４点)

① 共通保留 ② 個別保留 ③ 自動保留 ④ 自動転送

⑤ パーク保留

第５問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) デジタル式ＰＢＸなどにおける工事試験のうち、サービスクラスが｢乙｣の内線電話機につい

ての (ア) 試験は、通常、 ０ をダイヤルし、話中音を聴くことにより確認することがで

きる。 (４点)

① 局線転送 ② 局線保留 ③ 夜間転送 ④ 発信規制

(２) デジタル式ＰＢＸなどの設備工事において使用される材料で、６００Ｖビニル絶縁電線は

一般的に電池線や (イ) などに適用される。 (４点)

① 接地線 ② 通話線 ③ 制御線 ④ 信号線

(３) ＩＳＤＮ基本ユーザ・網インタフェースでのバス配線では、一般的にはＩＳＯ８８７７に準

拠した (ウ) 端子のモジュラジャックが使用される。 (４点)

① ２ ② ４ ③ ６ ④ ８

(４) ＩＳＤＮ基本ユーザ・網インタフェースにおいて、ただ一つのＮＴとただ一つのＴＥが相互

に接続されている形態は、 (エ) 配線構成といわれる。 (４点)

① ポイント・ツー・ポイント ② ポイント・ツー・マルチポイント

③ 短距離受動バス ④ 延長受動バス
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(５) 工事の施工に関する手順の内容としてＡ～Ｄの項目があるとき、工程管理の一般的な順序と

して、正しいものは、 (オ) である。 (４点)

Ａ 作業の改善

Ｂ 工事の実施

Ｃ 計画工程と進ちょく状況との比較

Ｄ 工程表の作成

① Ｃ→Ｂ→Ａ→Ｄ ② Ｃ→Ｄ→Ｂ→Ａ

③ Ｄ→Ａ→Ｂ→Ｃ ④ Ｄ→Ｂ→Ｃ→Ａ
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端末設備の接続に関する法規

第１問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から、｢電気通信事業法｣及

び｢電気通信事業法施行規則｣に規定する内容に照らして最も適したものを選び、その番号を記せ。

(小計２０点)

(１) 用語について述べた次の二つの文章は、 (ア) 。 (４点)

Ａ 電気通信役務とは、有線、無線その他の電磁的方式により、符号、音響又は影像を送り、

伝え、又は受けることをいう。

Ｂ 電気通信回線設備とは、送信の場所と受信の場所との間を接続する伝送路設備及びこれと

一体として設置される交換設備並びにこれらの附属設備をいう。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(２) 電気通信事業に従事する者は、在職中電気通信事業者の取扱中に係る通信に関して知り得た

(イ) を守らなければならない。 (４点)

① 社会的中立性 ② 公共の利益 ③ 他人の秘密

(３) 次の文章のうち、誤っているものは、 (ウ) である｡ (４点)

① 電気通信設備とは、有線電気通信事業を行うための機械、器具及び送信の場所と受

信の場所との間の線条をいい、無線通信設備は含まない。

② 基礎的電気通信役務を提供する電気通信事業者は、その適切、公平かつ安定的な提

供に努めなければならない。

③ 電気通信事業者は、電気通信役務の提供について、不当な差別的取扱いをしてはな

らない。

(４) 総務省令で定める端末設備の接続の技術基準で確保すべき三つの事項のうちの二つについて

述べた次の文章は、 (エ) 。 (４点)

Ａ 電気通信事業者の設置する電気通信回線設備と利用者の接続する端末設備との責任の分界

が明確であるようにすること。

Ｂ 電気通信回線設備を利用する他の利用者に迷惑を及ぼさないようにすること。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(５) データ伝送役務とは、専ら (オ) を伝送交換するための電気通信設備を他人の通信の用

に供する電気通信役務をいう。 (４点)

① 特定の図形 ② 音声その他の符号

③ 影像その他の音響 ④ 符号又は影像



Ｈ－12

第２問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から、｢工事担任者規則｣、

｢端末機器の技術基準適合認定等に関する規則｣及び｢有線電気通信法｣に規定する内容に照らして

最も適したものを選び、その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) 工事担任者の工事の範囲について述べた次の二つの文章は、 (ア) 。 (４点)

Ａ ＡＩ第２種工事担任者は、アナログ伝送路設備に端末設備等を接続するための工事(端末

設備等に収容される電気通信回線の数が５０以下であって内線の数が２００以下のものに限

る。)及び総合デジタル通信用設備に端末設備等を接続するための工事(総合デジタル通信回

線の数が毎秒６４キロビット換算で５０以下のものに限る。)を行い、又は監督することが

できる。

Ｂ ＡＩ第３種工事担任者は、アナログ伝送路設備に端末設備を接続するための工事(端末設

備に収容される電気通信回線の数が１のものに限る。)及び総合デジタル通信用設備に端末

設備を接続するための工事(総合デジタル通信回線の数が基本インタフェースで１のものに

限る。)を行い、又は監督することができる。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(２) 工事担任者資格者証について述べた次の文章のうち、誤っているものは、 (イ) である。

(４点)

① 工事担任者資格者証の交付を受けた者は、端末設備等の接続に関する知識及び技術

の向上を図るように努めなければならない。

② 電気通信事業法の規定により資格者証の返納を命ぜられたときは、その処分を受け

た日から３０日以内にその資格者証を総務大臣に返納しなければならない。

③ 工事担任者資格者証の再交付を受けた後失った資格者証を発見したときは、その日

から１０日以内にその資格者証を総務大臣に返納しなければならない。

(３) 端末機器の技術基準適合認定について述べた次の二つの文章は、 (ウ) 。 (４点)

Ａ 技術基準適合認定を受けた端末機器には、その旨を表示する必要があるが、電話用設備に

接続される端末機器に表示される認定番号の最初の文字は、Ａである。

Ｂ 変復調装置は、技術基準適合認定の対象とならない端末機器である。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(４) 総務大臣は、有線電気通信設備を設置した者に対し、その設備が有線電気通信法の規定に基

づく政令で定める技術基準に (エ) しないため他人の設置する有線電気通信設備に妨害を

与え、又は人体に危害を及ぼし、若しくは物件に損傷を与えると認めるときは、その妨害、危

害又は損傷の防止又は除去のため必要な限度において、その設備の使用の (オ) 又は改造、

修理その他の措置を命ずることができる。 (４点×２＝８点)

① 変 更 ② 届 出 ③ 登 録 ④ 適 合

⑤ 制 限 ⑥ 停 止 ⑦ 認 定 ⑧ 点 検
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第３問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から、｢端末設備等規則｣

に規定する内容に照らして最も適したものを選び、その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) 用語について述べた次の二つの文章は、 (ア) 。 (４点)

Ａ 総合デジタル通信用設備とは、電気通信事業の用に供する電気通信回線設備であって、

主として６４キロビット毎秒を単位とするデジタル信号の伝送速度により、符号、音声その

他の音響又は影像を統合して伝送交換することを目的とする電気通信役務の用に供するもの

をいう。

Ｂ 発信とは、主として相手の端末設備を指定するために使用する信号をいう。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(２) 利用者の接続する端末設備は、事業用電気通信設備との責任の分界を明確にするため、事業

用電気通信設備との間に分界点を有しなければならない。分界点における接続の方式は、端末

設備を (イ) ごとに事業用電気通信設備から容易に切り離せるものでなければならない。

(４点)

① 端末装置 ② 自営電気通信設備 ③ 電気通信回線 ④ 配線設備

(３) 端末設備の機器で、その電源回路と筐体及びその電源回路と事業用電気通信設備との間の絶
きょう

縁抵抗について規定値内を述べた次の文章のうち、誤まっているものは、 (ウ) である。

(４点)

① 使用電圧が直流７５０ボルトの時、絶縁抵抗は０.４メガオームであった。

② 使用電圧が１００ボルトの時、絶縁抵抗は０.２メガオームであった。

③ 使用電圧が交流４００ボルトの時、絶縁抵抗は０.３メガオームであった。

(４) 端末設備内において電波を使用する端末設備は、総務大臣が別に告示するものを除き、使用

する (エ) が空き状態であるかどうかについて、総務大臣が別に告示するところにより判

定を行い、空き状態である場合にのみ通信路を設定するものでなければならない。 (４点)

① 端末装置 ② 配線設備 ③ 通話路の状態 ④ 電波の周波数

(５) 配線設備等の評価雑音電力について述べた次の二つの文章は、 (オ) 。 (４点)

Ａ 評価雑音電力は、通信回線が受ける妨害であって、人間の聴覚率を考慮して定められる実

効的雑音電力をいい、誘導によるものを含む。

Ｂ 評価雑音電力は、相対レベルで表した値で最大値においてマイナス６４デシベル以下であ

り、かつ、最小値においてマイナス５８デシベル以下でなければならない。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない
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第４問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から、｢端末設備等規則｣

に規定する内容に照らして最も適したものを選び、その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) 総合デジタル通信端末の基本的機能について述べた次の二つの文章は、 (ア) 。(４点)

Ａ 発信又は応答を行う場合にあっては、呼設定用メッセージを送出するものでなければなら

ない。ただし、総務大臣が別に告示する場合は、この限りでない。

Ｂ 通信を終了する場合にあっては、呼切断用メッセージを送出するものでなければならない。

ただし、総務大臣が別に告示する場合は、この限りでない。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(２) 移動電話端末は、発信に際して相手の端末設備からの応答を自動的に確認する場合にあって

は、電気通信回線からの応答が確認できない場合 (イ) 送出終了後１分以内にチャネルを

切断する信号を送出し、送信を停止するものでなければならない。 (４点)

① 識別信号 ② 要求信号 ③ 確認信号 ④ 選択信号

(３) 直流回路を開いているときのアナログ電話端末の直流回路の電気的条件について述べた次の

文章のうち、誤っているものは、 (ウ) である。 (４点)

① 直流回路の直流抵抗値は１メガオーム以上であること。

② 直流回路と大地の間の絶縁抵抗は、直流２００ボルト以上の一の電圧で測定し

た値で０.２メガオーム以上であること。

③ 呼出信号受信時における直流回路の静電容量は、３マイクロファラド以下であ

り、インピーダンスは、７５ボルト、１６ヘルツの交流に対して２キロオーム以

上でなければならない。

(４) アナログ電話端末は、自動再発信(応答のない相手に対し引き続いて繰り返し自動的に行う

発信をいう。)を行う場合(自動再発信の回数が１５回以内の場合を除く。)にあっては、その

回数は最初の発信から３分間に (エ) 回以内でなければならない。この場合において、最

初の発信から３分を超えて行われる発信は、別の発信とみなす。ただし、火災、盗難その他の

非常の場合は除く。 (４点)

① １ ② ２ ③ ３ ④ ４

(５) 移動電話端末の基本的機能について述べた次の二つの文章は、 (オ) 。 (４点)

Ａ 発信を行う場合にあっては、発信を要求する信号を送出するものでなければならない。

Ｂ 通信を終了する場合にあっては、チャネル(通話チャネル及び制御チャネルをいう。)を接

続する信号を送出するものでなければならない。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない
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第５問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から、｢有線電気通信設備

令｣、｢有線電気通信設備令施行規則｣、｢不正アクセス行為の禁止等に関する法律｣及び｢電子署名

及び認証業務に関する法律｣に規定する内容に照らして最も適したものを選び、その番号を記せ。

(小計２０点)

(１) 用語について述べた次の文章のうち、誤っているものは、 (ア) である。 (４点)

① 線路とは、送信の場所と受信の場所との間に設置されている電線及びこれに係る中

継器その他の機器(これらを支持し、又は保蔵するための工作物を含む。)をいう。

② 絶対レベルとは、一の皮相電力の０.１ミリワツトに対する比をデシベルで表わし

たものをいう。

③ 支持物とは、電柱、支線、つり線その他電線又は強電流電線を支持するための工作

物をいう。

(２) 有線電気通信設備に使用する電線は、 (イ) でなければならない。ただし、総務省令で

定める場合は、この限りでない。 (４点)

① 絶縁電線又は銅線 ② 同軸ケーブル又は平衡対ケーブル

③ ケーブル又は光ファイバ ④ 絶縁電線又はケーブル

(３) 鉄道又は軌道を横断するときの架空電線の高さについて述べた次の文章のうち、A、Bの下

線部分は、 (ウ) 。 (４点)

架空電線が鉄道又は軌道を横断するときは、軌条面からA６メートル以上でなければなら

ない。ただし、車両の運行に支障を及ぼすおそれがない高さがB６メートルより低い場合は、

その高さ以上でなければならない。

① Aのみ正しい ② Bのみ正しい ③ AもBも正しい ④ AもBも正しくない

(４) 不正アクセス行為の禁止等に関する法律において｢アクセス制御機能｣とは、特定電子計算機

の特定利用を自動的に (エ) するために当該特定利用に係るアクセス管理者によって当該

特定電子計算機又は当該特定電子計算機に電気通信回線を介して接続された他の特定電子計算

機に付加されている機能であって、当該特定利用をしようとする者により当該機能を有する特

定電子計算機に入力された符号が当該特定利用に係る識別符号であることを確認して、当該特

定利用の制限の全部又は一部を解除するものをいう。 (４点)

① 制 御 ② 作 動 ③ 制 限 ④ 機 能

(５) 電子署名及び認証業務に関する法律に規定する事項について述べた次の文章のうち、A、B

の下線部分は、 (オ) ｡ (４点)

電子署名及び認証業務に関する法律において｢認証業務｣とは、自らが行う電子署名につい

てその業務を利用する者(以下｢利用者｣という。)その他の者の求めに応じ、当該利用者が電

子署名を行ったものであることをA承認するために用いられる事項が当該利用者に係るもの

であることをB証明する業務をいう。

① Aのみ正しい ② Bのみ正しい ③ AもBも正しい ④ AもBも正しくない


